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「皆様の声」をお聞かせください。

FUJITSUファミリ会事務局

E-mail：
Fax：03-6252-2798

contact-familykai@cs.jp.fujitsu.com

（9 〜10 月度ご入会分）
●東北　ダイワボウ情報システム㈱
　　　　東北エックス線㈱
●関東　加賀ソルネット㈱
　　　　㈱富士通マーケティング
　　　　三菱倉庫㈱
　　　　学校法人片柳学園 日本工学院八王子専門学校
　　　　㈱極洋
　　　　国際産業技術㈱
●北陸　ＡＷＳ㈱
　　　　㈱高志インテック
　　　　㈱プロックス
　　　　㈱北陸ジーエスシー
　　　　清水建設㈱ 北陸支店
●東海　三立製菓㈱
　　　　シーシーエヌ㈱
●関西　ショーワグローブ㈱
　　　　㈱イトーキ
　　　　㈱オービックビジネスコンサルタント
　　　　寿フォーム印刷㈱
　　　　大日本スクリーン製造㈱
　　　　パナホーム㈱
●中国　㈱エスコム
　　　　鳥取県農業協同組合中央会
　　　　㈱エイム
●四国　愛媛県国民健康保険団体連合会
　　　　富士ゼロックス四国㈱
　　　　㈱タイムズソリューション
　　　　ダイワボウ情報システム㈱
●九州　長崎県農業協同組合中央会
　　　　原田㈱
　　　　福岡水産物取引精算㈱
　　　　南日本ファイナンス㈱
　　　　㈱エイビス
　　　　ＪＲ九州リテール㈱
　　　　ノアメディカルシステム㈱
●沖縄　㈱プロスタッフ

FUJITSUファミリ会をもっと楽しく活用していただくための
さまざまな情報をご提供します。

　10月26日、杜の都仙台市で開催されたファミリ会2011年度秋季大会
に出席しました。
　3・11の被災から7か月、機上から松島湾を見下ろすと、湾は何事も無
かったかのように美しい景色を見せていましたが、一方内陸に目をやる
と田畑と思われる一帯が未だ水に覆われていました。仙台空港から市
内に向かう車中からは、道路脇にガレキの山がうず高く積まれたまま
で、TVニュースの光景を目の当たりにしました。
　何とも言えない複雑な気持ちで大会に参加しましたが、会場には全
国から1,200名もの多数の参加者が集い（北海道支部からも30名程が
参加）、主催の東北支部の皆様の“今回はどうしても東北で開催した
い”という強い思いが会場の熱気となって伝わってきました。懇親会会
場でも十二分のもてなしで感激したところです。東北支部の皆さん有難
うございました。
　実は、北海道では18年前の1993年北海道南西沖地震の津波によ
り、奥尻島で202名の方が亡くなり、行方不明者が28名発生しました。
人口4,700名の島民は今も懸命に頑張っておられます。東北の皆さん、
どうか元気を出して乗り切って下さい。
　さてファミリ会秋季大会も来年は沖縄、再来年は名古屋、そして3年
後には北海道にてファミリ会節目の50回大会が開催されます。その時
には全国の皆さん、ぜひとも北海道にて元気でお会いしましょう。

会報担当幹事から ●北海道支部 　三浦 孝一 ㈱北見コンピューター・ビジネス
NEW FAMILY

講師:僧侶・アナウンサー 川村 妙慶 氏
との語らい

厳しいファッションチェック

（夢フォーラム in 信州 2011年1月にて）

「夢フォーラム」in“信州”    “越後”、
賀詞交歓会も併設してます！

　信越支部からは、ファミリ会のスローガンからヒントを得てネーミ

ングいたしました「夢フォーラム」のご紹介です。長野県では“in 信

州”として、新潟県では “in 越後 ”として開催しており、気がつけば

10 年目を数えました。

　本フォーラムでは、「ICT スピーチ」に「夢スピーチ」、新年初顔合

わせの機会から、会員様相互の交流を目的とした「賀詞交歓会」と、

3 部構成で開催中です。

　技術革新が著しいなか、IT 産業を代表する企業・団体（個人）を

講師に招き、会員に最新の技術動向・トレンドを案内する ICT スピー

チでは、例えば、IT ベンダー・通信キャリアから今年の動向などの

お話もいただきました。もちろん、富士通からの情報ご提供の場合

もございます。

　また、話題性の高い講師を招いて「夢」を語っていただく夢スピー

チは、元気に楽しい講演を多く聴講する絶好の機会です。

　最近では、新年を迎えたという点から、「少しだけ“おしゃれ”を

してお出かけ下さい」と徳武支部長からの熱いメッセージもお伝え

し、賀詞交歓会での交流の場をにぎやかにしていただいております。

　ポケットチーフにネクタイ選び。。。これは、なかなかチェックが厳

しく、会員様は日々磨きがかかってきており、今まで以上に素敵な

装いとなってきております。

　情報収集に加え、アットホームな事業として皆様からも楽しみに

していただける行事の一つです。

　信越支部を盛り上げていただくためにも、多くの皆様のご参加を

お待ちしております。

支部のイチオシ！ 信越支部  http://jp.fujitsu.com/family/sibu/sinetu/ 

ポケットチーフ
作りました

＆
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FUJITSUファミリ会事務局

沖縄支部長

金城 正一 氏（株式会社りゅうせき）

2012年秋季大会は気候温暖な沖縄開催

うちなーんかいメンソーレ！
皆様のお越しをお待ちしております

◆FUJITSUファミリ会 2012年度
　秋季大会（ご案内）

●開催期日：2012年11月21日（水）～22日（木）
●開催場所：沖縄コンベンションセンター
　沖縄県宜野湾市真志喜 4-3-1
　TEL：098-898-3000
　http://www.oki-conven.jp/

　杜の都・仙台での2011年度FUJITSUファミリ会秋季大会は、大盛
況のうちに終わりました。後日、過去最高の1,200名を超える会員
の皆様にご参加いただいたとの報告を受けました。
　沖縄支部からも東北支援のため、例年の倍以上にあたる15名の
会員で参加させていただきました。
　東北支部のおもてなしはとても素晴らしく、来年の開催支部に
とって参考となる収穫の多い大会でありました。
　来年の沖縄大会は2012年11月21日（水）～22日（木）開催予定で
す。本土ではコートが必要な季節ですが、ここ沖縄は、まだまだ半
袖でも過ごせる暖かい気候です。
　来年の秋季大会は沖縄を充分に感じていただけるような会場を
準備し、オプションの観光・ゴルフも皆様に沖縄を満喫していただ
ける内容・場所を計画しております。
　沖縄は来年、本土復帰40周年を迎えます。この節目の年に全国
の会員の皆様をお迎えして会を催すことができることを嬉しく思

い、沖縄支部一同で心を込めたおもてなしをと考えております。
　2011年の仙台大会を更に上回るお客様にお越しいただけるよ
う、沖縄支部一同心からお待ちしております。「うちなーんかいメ
ンソーレ！（沖縄にいらっしゃいませ）」

2011年度海外セミナー
[ 米国 ] レポート
FUJITSU ファミリ会事務局 横地 輝己 

●期　間：2011年11月13日(日)～20日(日) 〔6泊8日〕 
●訪問先：サンフランシスコ、シアトル（米国） 

　2011年11月13日(日)～20日（日)の行程で西海岸の大都市サンフラン

シスコとマイクロソフトのお膝元シアトルにて海外視察を実施。㈱シ
ステムアドフォースの大間様を団長とする総勢20名の視察団により、
本場アメリカのICT最新事情を目で見、肌で感じてきました。その中
でも「クラウド技術」の進化とFacebookに代表されるSNSが企業活
動に深く関わってきていることが最も印象に残りました。
　米国富士通研究所（FLA）では、スマートグリッドへの取り組みを
ご紹介いただきました。2015年までに全電力の33%を再生可能エネ
ルギーに転換するという政府方針に則り、FLAで行っている送電の効
率化やピーク時制御、および社会問題化している盗電対策（年間約
5,000億円の被害）など、さまざまな研究成果の説明を受けました。
　salesforce.com 社はカリスマ CEO マーク・ベニオフの下、急成

長を遂げているベン
チャー 企 業です。 日
本では個人利用の色
合いが濃い Facebook
が、アメリカではユー
ザー参加型の商品開
発や人材 採用などの
企業活動に深く関与

する業務で利用されてい
るとのこと。CRM に SNS
との連携機能を強化し、
使いやすさを追求する姿
勢は、この会社のさらな
る進化を確信させるに十
分なものでした。
　マイクロソフト社では
The Microsoft HOME Tourと銘打った体験ゾーンを見学。世の中に
存在するさまざまなデータをクラウド環境に置くことで、普段の生
活がどのように変わっていくかを実際のデモを通じてわかりやすく
紹介していただきました。子供の頃に見たSF映画のシーンが実用
化目前まできていることを実感させられるひと時でした。
　ギリシャの財政破綻に端を発した世
界的不況。アメリカもその渦中に在るこ
とは間違いありませんが、ICT企業の爆
発的成長力、先進性、スケールの大きさ
を目の当たりにし、やはりアメリカが世
界のリーダーであるとの思いを改めて感
じさせられた今回の視察でした。

センサーで食材を読み取ると、
そ の 食 材 を 使 った 料 理 のメ
ニューやレシピが表示される米国富士通研究所にて記念撮影

街のランドマーク、スペースニードル（シアトル）（左）と
ご存知、ゴールデンゲートブリッジ（サンフランシスコ）（右）
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最近凝っていること、これぞ私のライフワーク！ など、あなたのおすすめを文章と写真でご応募ください。
原稿を掲載させていただいた方には、図書カード（3,000円分）を差し上げます。わたしのおすすめ

　　　　　　

投 稿募集
　　　　　　

大自然の中で
競走馬の牧場見学
　　　　　　神林　昭

次回2月10日（金）締切

●文章600字以内　Word文書または、シンプルテキスト
●写真 ： JPEG画像 等
●送付先 ： ファミリ会事務局 contact-familykai@cs.jp.fujitsu.com 

記事掲載にあたり、会員企業（団体）名、お名前、所在地（市町村）
を掲載させていただきます。また、投稿者多数など、誌面の都
合上掲載できないことがございます。予めご了承ください。

㈱ＴＫＣ （栃木県宇都宮市）

メジロマックイーン 2003年10月12日撮影

　私の唯一と言ってもいいライフワークは、競
走馬の牧場見学です。18年前に北海道の新
冠でオグリキャップに会い、大自然の中で名馬
を身近に感じる魅力に取り憑かれました。そ
のオグリキャップが亡くなった翌年である今年
は、12回目の北海道訪問となりました。
　ご存じの通り馬の寿命は短く、いつ会えな
くなるか分からないと思うと、いてもたっても
いられません。会いたい馬と先立つものがあ
れば、1人でも行ってしまいます。これまでに
出会えた名馬は、実に300頭を超えます。

　道外から北海道への牧場見学と言えば飛
行機＆レンタカーが定番ですが、最近では在
来線＆徒歩という過酷な行程もこなしていま
す。牧場まで1時間かけて歩く途中では、学
生と間違われて牧場関係者の車に拾ってもら
いました。在来線で22時間かけて帰る途中で
は、乗り継ぎで一緒になった方と語り合いまし
た。このように、馬だけでなく人との予期せぬ
「ふれあい」もあります。
　競馬界で活躍した馬を知っているという前
提はもちろんありますが、行けば必ず心が元
気になること請け合いです。日常生活に疲れ
たあなた、そして競馬場で叫んでいるだけの
アナタ、一度北海道の牧場を訪れてみてはい
かがですか？ 少し先になりますが、次の夏か

ら秋にかけてがおすすめです。
　なお、競走馬の牧場は観光地ではなく、牧
場の方のご厚意で見せていただくものです。
マナーには十分ご注意を！

おすすめ！
ＰＭコンテスト
　　　　　　長坂 和幸 シンポー情報システム㈱ （愛知県名古屋市）

　私のおすすめは、社団法人愛知県情報サー
ビス産業協会（AiA）様が2009年から主催開
催している「ＰＭコンテスト」です。ＰＭコンテス
トとは、レゴ社の「レゴマインドストーム」を使っ
た自律走行ロボットの走行競技（ロボット走行
部門）と、ロボット製作から走行競技までのプ
ロジェクトマネージメント実施管理（ＰＭ部門）
を審査評価するイベントです。
　弊社は過去2回の大会に参加していますが、
私は今回初参加。リーダーに任命され、4人の
チームメンバーとともに、大変と思いつつも普

段の業務から少し離れて、いつもとは異なるプ
ロマネとロボット製作に楽しく取り組めました。
　ＰＭではスケジュール・コスト・リスク管理の
実施と作業の進捗に苦心し、ロボット製作では
装飾品を作って装着するなど遊び心も入れ、
モノ作りの楽しさを満喫しました。なかでも一
番苦労したのは走行プログラムで、大会前日
の深夜、更には当日の競技待ちの間も調整を
続けました。
　走行競技はコースアウトが続出する波乱の
展開の中、我がチームのロボットは、タイムこ
そ奮いませんでしたが、最後に1回だけ見事
に完走してくれて苦労が報われた思いでした。
　走行部門の入賞が叶わず、狙っていた総合
優勝には届きませんでしたが、ＰＭ部門で強豪

他社を抑えて、最優秀賞を頂きました。
　プロジェクト進行中は確かに大変でしたが、
終わってみれば気持ちの良い充実感を味わう
ことができました。他社参加チームとの交流も
あり、和気あいあいとした大会なので、来年は
皆様も参加されてみてはいかがでしょうか。

釣って・さばいて・食べて
～釣りの魅力にハマっています～
　　　　　　西上 さつき ダイジェット工業㈱ （大阪府大阪市）

　海が好きで高校生の頃からスキューバダイ
ビングを趣味にしていましたが、出産・子育て
を機に遠ざかっていました。
　この数年間、これと言った趣味がなかったの
ですが、昨年の秋に夫に誘われて行った釣り
で、タチウオを釣ってからハマってしまいました！
　それ以来、自分で釣った魚を料理するという
楽しみもあり、毎週のように家族で海へ行って
います。お手軽な波止釣りがメインですが、釣

り仲間に誘われて筏（いかだ）釣り・船釣りな
どフィールドを広げ、今年はエギング（イカを
釣る釣法の一種）も始めました。
　まったく釣れなくて「残念！」な日もあります
が、隣にいる知らない釣り人や子供たちとお
話をしたり、夜釣りではきれいな星空が見えた
りして、それはそれで楽しいものです。
　食べられる魚を釣った時は持ち帰って、から
揚げ・煮つけ・お刺身・蒸し物など料理して、
美味しくいただきます。小学二年生の娘も料
理に興味を持ち始めたので、二人で魚の処理
をしたり、献立を考えたりしています。
　私は鯖が大好物なのですが、明け方に釣っ

た鯖を昼食にお刺身に
して、残りをしめ鯖に
して夕食に食べた時
は、最高に美味しかっ
たです。
　美味しいお魚のた
め、釣り人のマナーと
して、自分の出したゴ
ミを持ち帰るのは当然
ですし、近くに落ちて
いたゴミも拾って帰るように心がけています。
　皆さんも“週末釣り人”になってみるのはい
かがでしょうか？


